
実施設計図面

Aブロ
ッ
ク

Bブロック

Cブ
ロ
ッ
ク

Dブ
ロ
ック

Eブ
ロック

L=60m×4本

L=60m×4本
L=60m×4本

L=60m×4本

L=50m×5本

L=50m×4本

L=60m×6本 L=60m×5本

L=60m×4本

L=20.0m

L=42.0m

L=25.0m

L=40.0m

L=25.0m

L=22.0m

L=75.0ｍ×6本

L=90.0ｍ×4本
L=70.0m×6本×1箇所

BV3-2

BV3-1
水

路
工

(H
4年

) L
=8

5.9
m

BV2-2

BV2-1

C-1
C-2

L=65.0m×5本

Fブロック

D-1孔

D-2孔

D-3孔

E-1孔

E-2孔

CR3-3

L=85.0ｍ×4本

CR4-2

CR4-1

CR3-1

L=65.0m×5本

CR3-2

L=85.0m×4本

EH-2

L=75.0m×4本

EH-4

CR5-1

L=30.0ｍ×5本

L=45.0ｍ×4本

F-1孔

L=40.0ｍ×5本

DH-1

F-2孔

L=75.0m×4本

EH-1

L=75.0m×4本

EH-3

L=55.0ｍ×5本

DH-2

猿 飼

杉尾神社

横ボーリング工(FH-2)

552.2

495.0

530.7

305.4

468.2

66.7

666.6

674.3

543.0

537.3

529.8

518.8

606.7

604.2

592.7

606.1

568.5

560.7

532.8

524.5
517.2

506.2

512.1

518.7

537.3

546.1

564.5

642.7

674.2

702.2

625.5

488.4

427.4

430.3

474.4

458.8

442.9

461.7

507.2

482.7

495.5

486.0

472.6

489.3

470.5

461.0

486.5

525.8

504.5

549.2

559.9

614.2

592.5

606.6

520.8

614.0

273.4

299.5

432.9

398.0

523.5

557.4

540.7

497.8

583.7

635.3

570.5

500.9

644.4

641.8

662.3

573.3

378.6

320.3

430.2

406.8

368.3

385.6

410.4

393.9

381.2

500.1

483.9

407.7

444.4

481.2

400

60
0

580

6
3
0

4
6
0

4
3
0

390

350

3
1
0

4
3
0

3
5
0

450

400

4
4
0

4
70

5
5
0

650

690

640

640

6
6
0

59
0

510

440

41
0

3
4
0

3
6
0

370

3
5
0

42
0

450

490

4
7
0

4
5
0

6
2
0

4
8
0

5
9
0

4
1
0

工事名

路線名等

図面名

縮尺

会社名

図面番号

事業者名

工事箇所

猿飼地すべり防止区域

全体平面図

S=1:1500

美馬県土整備事務所

美馬郡つるぎ町半田猿飼

Ｒ8馬土　猿飼地すべり　つ・半田猿飼

地下水排除工事
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全体平面図
S=1:1500

L＝90m

流末：道路側溝

流末：既設水路

流末：既設水路

流末：既設水路

流末：既設水路

流末処理工 

横ボーリング工(H3年)

横ボーリング工(H3年)
横ボーリング工(H4年)

横ボーリング工(H4年)

横ボーリング工(H1年)

水
路

工
(H

4年
) 
L=

65
.5

m

水
路

工
(S

62
年

) 
L
=7

3.
2m

水路工(H3年) L=58.9m

横ボーリング工(S64年)

水
路

工
(S61年

) L=42.5m

横ボーリング工(H2年) 横ボーリング工(H2年)

横ボーリング工(H4年)

BV-4(S57年)

BV-2(S57年)

BV-1(S57年)

BV-3(S57年)

BV61-2(S61年)

BV61-1(S61年)

横ボーリング工(R3年)

横ボーリング工(R4年)
横ボーリング工(R5年)

C-2-1孔

C-2-2孔

C-2-3孔

C-1-1孔

C-1-3孔

C-1-2孔横ボーリング工(R3年)

横ボーリング工(R4年)

横ボーリング工(R3年)

横ボーリング工(R6年)

横ボーリング工(R6年)

横ボーリング工(FH-1)

横ボーリング工(R6年)

横ボーリング工(R6年)

横ボーリング工(R6年)

横ボーリング工



Fブロック

L=30.0ｍ×5本

L=45.0ｍ×4本

F-1孔

F-2孔

杉尾神社

41
0

横ボーリング工(FH-2)

430.3

458.8

442.9

.7

398.0

B1B4

B1B1,B1B2
B1B3

モノレール運搬 L=46.0m

L＝90m

平面図
S=1:400

工事名

路線名等

図面名

縮尺

会社名

図面番号

事業者名

工事箇所

猿飼地すべり防止区域

S=1:400

美馬県土整備事務所

美馬郡つるぎ町半田猿飼

Ｒ8馬土　猿飼地すべり　つ・半田猿飼

地下水排除工事
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平面図

実施設計図面

流末処理工 

横ボーリング工(FH-1)

既設坂路



図面名

縮尺

会社名

事業者名

路線名等

図面番号Ａ1=1／200

縦　断　図（Fブロック）

猿飼地すべり防止区域

美馬郡つるぎ町半田猿飼

Ａ3=1／400

Fブロック 縦断図
（Ａ3=1/400，A1=1/200）

0.00

3.90

6.65

9.30

10.40

16.20

20.00

CL

CL

CM

 F-1孔(R5年)
 T.P.+448.47 m
 Dep = 20.00 m

0.00

5.00

6.50

10.40

15.00

16.30

17.50
18.00

CM

D

CL

D

 F-2孔(R5年)
 T.P.+428.73 m
 Dep = 18.00 m

DL=410.000

As

R

Co

Co

Co

Co

水位観測専用孔
 F-2’孔(R5年)
 Dep = 10.00 m

R5HWL(HHWL)

0.1 0.5 1 5 10 50

地下水検層結果
kΩ･cm

B.G.0分 120分

0.1 0.5 1 5 10 50

地下水検層結果
kΩ･cm

B.G.0分 120分

DL=410.000

孔№

F-1孔

F-2孔

孔内水位表

すべり面 目標安全率

Fすべり面 1.15

安全率水位表

地 質 区 分

崩積土層 Dt

……
三波川
結晶片岩

地 下 水 位

抑制工導入後推定水位（ＰＷＬ）

安定基岩層

種別

ブロック名

すべり形態

初期安全率

計画安全率

水位条件

解析手法

粘着力C

内部摩擦角φ

算定方法

地下水低下量

抑制工法

施工後の安全率

解析内容

Fブロック

崩積土すべり

Fs0＝1.00

PFs＝1.15

『地すべり防止技術指針及び同解説』の保全対象より

水位観測による最高水位(R5HWL)

分割法(フェレニウス法)

17.0（ｋN/ｍ2）

18.1350°

地すべり土塊の層厚から粘着力Cを想定し
逆算法により内部摩擦角φを算出した。

横ボーリング工

す
べ
り
面
強
度

対
策
工

安定解析結果一覧表

比 抵 抗 値増 加量
(kΩ/c m)

地下水検層結果図

比抵抗値増加量（１２０分後）HWL-3.8ｍ

Fs=1.10

令和7年度最高水位（R7HWL）

令和7年度最低水位（R7LWL）

R5

HWL LWL

11.42 15.23

8.69 9.72

R5

1.00

PWL

崩積土
(Dt)

安定岩盤
(Bsct・Gsct)

R6

HWL LWL

11.55 15.08

8.71 9.72

R6

1.00

R6HWL

R6LWL

HWL-3.0ｍ

Fs=1.08

令和5年度最高水位（R5HWL）・・・HHWL

令和6年度最高水位（R6HWL）

令和6年度最低水位（R6LWL）

R7

1.04

R7

HWL LWL

13.93 15.57

8.98 9.72

R7HWL

R7LWL

L=25.0m×5本×1箇所

L=30.0m×5本×1箇所
横ボーリング工(FH-2)（投影）

横ボーリング工(FH-1)（投影）

工事名

工事箇所

実施設計図面

美馬県土整備事務所

Ｒ8馬土　猿飼地すべり　つ・半田猿飼

地下水排除工事
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6.00m

24.00m

3.00

16.20

10.40

15.00



図　示

構　造　図（FH-2）

孔口処理　S=1/20

流末処理　S=1/10

 10m当り暗渠流末処理

埋　戻

暗渠(φ150)

床　堀   0.9 m3

  0.7 m3

 10.00 m

地中部 L= 90.0m

構造図 FH-2

保孔管詳細図　S=1/4

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

猿飼地すべり防止区域

美馬郡つるぎ町半田猿飼

VP-40

削孔角度 上向 5°

水抜きパイプ VP-65

L=210×2

VP-75 90°エルボ

差筋D16@200

L=200

1
:
0
.
3

塩化ビニール管 
 VP-75 L=3.5m
(保孔管)

ストレーナ②

125mm程度

5
mm
程
度

40

5mm程度

5
mm
程
度

125mm程度

ストレーナ①

40

5mm程度

ストレーナ①の設置方向

↑上

ストレーナ②の設置方向

↑上 φ
15
0

№1孔

30m

№2孔

30m

№3孔

30m
№4孔

30m №5孔

30m

保
孔
管
ｽﾄﾚｰﾅ②

保
孔
管
ｽﾄﾚｰﾅ①

SL
=1
76
0

※水抜きパイプについては既設擁壁に
　　ある水抜きパイプと位置を合わせること。

既
設
擁
壁

R

床掘断面積 A=0.11m
2

200200

VP-75 L=1.10ｍ

VP-75 L=0.15ｍ

VP-150 L=0.25ｍ
VP-75 L=2.20m

VP-75 チーズ

実施設計図面

美馬県土整備事務所

Ｒ8馬土　猿飼地すべり　つ・半田猿飼

地下水排除工事

4/5

S=1:100

500

S
L
=
1
7
6
0

H
=
1
6
8
6

（ダブル）

高密度ポリエチレン管

足場工

削孔用足場

平面図

断面図

基礎砕石 t=150mm RC-40

※埋戻断面積微少のため数量計上しないものとする。

孔口処理工数量表
項目

張コンクリート

同上型枠

基礎砕石

σck=18N/mm2

t=150mm RC-40

算式

0.20×1.76×2.40

1.76×2.40+1.76×0.2×2

1/2×(0.26+0.21)×2.50

単位

m3

m
2

m
2

1.0箇所当り

数量

0.84

4.93

0.59

一般型枠 無筋

硬質塩化ビニール

エルボ

ソケット

VP-75(保孔管)

VP-75 90°

VP-150

3.5×5 m

個

17.50

3

水抜きパイプ VP-65 0.21×2 m 0.42

硬質塩化ビニール

ソケット

VP-150 0.25 m

個

0.25

1   

チーズ 個 4

床　堀 0.11×(2.40+0.05×2） m
3

0.26土砂

規格

足場工 単管 51.30空m
3

空m

硬質塩化ビニール VP-75 2.20+1.10+0.15 m 3.45

VP-75

VP-75×150

高密度ポリエチレン管 φ150 無孔管ダブル m 90.0

個 1   

(1/2×(0.30+3.50)×4.50)×6.00

 礫質土

№2孔

 軟　岩

排水ボーリング工

№3孔

№1孔

   計

計

24.00m

120.00m

 6.00m 30.00m

№4孔

FH-2 1箇所当り

 30.00m 150.00m

横ボーリング工　S=1/150

保孔管ストレーナ
1箇所当りFH-2

ｽﾄﾚｰﾅ①

№2孔

ｽﾄﾚｰﾅ②

№3孔

№1孔

   計

計

24.00m

120.00m

 6.00m 30.00m

№4孔

 30.00m 150.00m

№5孔

24.00m  6.00m 30.00m

24.00m  6.00m 30.00m

24.00m  6.00m 30.00m

24.00m  6.00m 30.00m

№5孔

24.00m 6.00m 30.00m

24.00m 6.00m 30.00m

24.00m 6.00m 30.00m

24.00m 6.00m 30.00m

200

300

3
00

260
210

1
0
0
0

5
0
0

50 50

3
0
0

VP-75 90°エルボ

VP-75×150 ソケット

VP-150 ソケット

塩化ビニール管

塩化ビニール管

塩化ビニール管
塩化ビニール管

2400

2500

VP-75 90°エルボ

VP-75 90°エルボ

45
00

6000

3
5
0
0

基礎砕石 t=150mm RC-40

6.000

24.000

30.000

24
.0
00

6.
00
0

30
.0
00

想定すべり面

10゜10 1゚0 1゚0゜

1
5
0

3
0
0

4500

500 500500



構造物取壊し

番　号 規　格

1.0式当り

算　式 単位

m3

1-1

1-2

1-3

1-4

　②

　③

0.70x0.85x0.15

0.60x0.40x0.10

0.75x0.75x0.18

1.90x0.60x0.05

0.95x0.90x0.15

0.90x1.30x0.23

m3

m3

m3

m3

m3

m3

数　量

0.09

合　計

0.02

0.10

0.06

0.13

0.27

0.67

数量表 1.0式当り

0.45x0.45x0.20

0.45x1.077x2

3.10x0.30

0.45x0.45x0.20

桝内清掃 数量表 1.0式当り

1.30x0.75x0.70

水
路

既設：鉄管φ100

既設：鉄管φ65

1-1

1-2

1-3

1-4

2
3

・1-1～1-4　2、3　構造物取壊し

作業内容：

・既設鉄管切断(エルボ等の取付可能な寸法に）

①

②

③ ③③③
⑤

・既設鉄管にエルボ・チーズ・配管の取付

・Con殻をモノレールで運搬

正面図

B1B1,B1B2

1-1 1-2 1-3 1-4

② ③

無
筋
コ
ン
ク
リ
｜
ト

④④④

⑥

①
②
③

⑤
④

⑥

断面図

構造物取壊し詳細図
S=1:25

⑦

③

⑦

・既設ポリエチレン管を撤去し作業終了時に再設置する。

（取付例）

B1B4

←B1B4から

←B1B1
へ

・上部構造物取壊し

作業内容：

・擁壁の復旧

・接合時に既設管が利用できるなら利用し
　結合箇所は地中もしくは下部方向で行うこと

・高密度ポリエチレン管エルボ45・60°等で管を接合

・既設ポリエチレン管を切断・一時撤去。

擁壁 復旧

①

②

①

②

σck≦18N/mm2

一般型枠

単管傾斜

無筋コンクリート

9×9mm t=3.5mm

SUS304　8*50

ポリエチレン製ネット

①
②
③

⑤
④

①

②

② ②

③

③ ③

④

⑤

①
①

⑥

⑥

※⑤エルボ(90°)VP-65を差し込み時に入らない場合は
　　　ハンマードリル等でハツリをして差し込むこと。

正面図断面図

断面図正面図 平面図

B1B4B1B1,B1B2

⑧

⑧

項　　目 数　量

 3   個

チーズ VP-100×100

 2   個

 0.80 m

B1B1、B1B2 材料表

番 号

エルボ(90°) VP-100

チーズ VP-65×100

エルボ(90°) VP-65×100

 1   個

 2   個

 1   個

 2.20 m

エルボ(90°) VP-100

項　　目 数　量

 1   個

B1B4 材料表

番 号

エルボ(60°) φ150  1   個

エルボ(45°) φ150

項　目

復旧コンクリート

構造物取壊し

同上型枠

数　量

0.93 掛m2

0.04  m3

0.97  m2

規　格 算　式

0.04  m3

項　　目 数　量

 2 　本

B1B3 材料表

番 号

 2   本

 2   本

 4.59m2

エルボ(90°) VP-65

 0.9  m

 1   個

項　目

堆積土撤去

数　量

0.68  m3

算　式

 5   個

B1B3

工事名

路線名等

図面名

縮尺

会社名

図面番号

事業者名

工事箇所

猿飼地すべり防止区域

構　造　図(B1B1～B1B4）

実施設計図面

S=1:25

美馬県土整備事務所

美馬郡つるぎ町半田猿飼

Ｒ8馬土　猿飼地すべり　つ・半田猿飼

地下水排除工事
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U型バンド

硬質塩化ビニル VP-100

硬質塩化ビニル VP-100

高密度ポリエチレン管

高密度ポリエチレン管 足場

等辺山形鋼 SUS304 25×25×3 L=1500

等辺山形鋼 SUS304 25×25×3 L=1050

等辺山形鋼 SUS304 25×25×3 L=800

ポリエチレン製ネット 9×9mm ｔ=35mm

硬質塩化ビニル VP-65

養生ネット

2200

8
0
0

700

8
5
0

150

600

4
0
0

100
180

750

7
5
0

1900

60
0

5
0

1
5
0

2
3
0

950

90
0

900

13
00

既設鉄管φ65
エルボ・チーズ65×100

既設鉄管φ100
エルボ100×100

チーズVP100×100

破損箇所
450 200

4
5
0

構造物取壊し

エルボ60°

エルボ45°

S
L
=
3
1
0
0

900

エルボ(90°)VP-65

1500

16
00

50

50 9
5
0

5
0

5
0

1
0
5
0

50 700 50
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